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・ ⼥性教授率30％の達成と維持

・ 介護⽀援制度利⽤者⽐率0.6％の達成
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研究⽀援員制度における対象者範囲の拡大
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子育て⽀援
（院内保育・ファミリーサポート）

ファミリーサポート
（⼥子医大・東京医大）

子育て⽀援を受けたい人（依頼会員）と
子育て⽀援をしたい人（提供会員）が会員登録
コーディネーターが調整をする会員制の相互援助
活動
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復職（キャリア）相談対応の流れ
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女性医師再研修部門の概要・実績
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呼吸器内科
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呼吸器内科として
復職（キャリア）支援相談

・A医師 2024年4月 47歳 地方国立大学医学部出身
地方国立大学呼吸器内科助教

子供 3人
地方国立大学から市中病院への勤務を通告され、研究が続けたい希望
が強く、当科に相談。 助教として採用

・B医師 2025年5月1日 54歳 地方国立大学出身

出産、育児後、大学に戻れなくなり、地方の病院に勤務、数年前より
家族の事情で東京の病院に非常勤で勤務。呼吸器の専門医取得を
希望され、当科に相談. 嘱託医として採用後、助教になり、専門医試験
を受けられる要件を満たしたため、本年、試験を受ける予定。

・C医師 2026年7月1日 52歳 地方国立大学出身

医学系と工学系の博士を取得.
医学部の病院講師で、工学部での研究で博士を取得された後、呼吸器
内科に戻り仕事を続けたい希望があったが、ポジションが確保できないと
いうことで、当科に相談. 助教で採用、当院の工学系との研究機関
（TWINS)での研究を準備中。
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足立区 東京⼥子医大足立医療センター 呼吸器内科 責任者
杉並区 河北総合病院 呼吸器内科 部長
中野区 警察病院 呼吸器内科 部長
新宿区 都立大久保病院 呼吸器内科 医長
北区 東京北医療センター 呼吸器内科 医長
豊島区 長汐病院 呼吸器内科 医長
府中市 都立多摩総合医療センター 呼吸器内科 医長
清瀬市 複十字病院 呼吸器内科 医長

都内の中核病院 当医局出身の女性指導医

現在も継続

東京、近隣の呼吸器内科女性医師の会

Women Physicians Wellness Conference

・講演
・意見交換会・懇親会

企業の管理職の⼥性の講演

・資生堂ショック
・⽀援を受けた人達の後輩や職場への還元
・自分の立場だけではなく、組織全体の状況を把握する
・医師としての社会貢献
・ロールモデルの継承・展開
・変形労働制の導入 14



厚生労働省 保健局保険事業
データ分析に基づく保険事業の立ち上げ支援事業

喘息健康支援プログラム

多賀谷悦子 村杉寛子

１． ピークフローメーターおよび日誌の配付
２． ピークフローグラフの送付
３． 教育パンフレットの送付
４． 重点指導文の送付
５． アンケート調査の実施
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■ 喘息症状コントロール ■ 医療費の適正化

■ 呼吸器科医の支援 （育児・介護など） ■ 喘息児の親子支援：就労改善
16



■ 仕事の継続
･ 短時間勤務制度 (育児, 介護）
･ 複数主治医制 (チーム性）
･ ジョブシェアリング制度導入
･ 変形労働制の導入
･ 復帰⽀援 （産休、育休後、留学後）、介護⽀援
･ 管理職の⽀援
･ AIの活⽤、電子媒体の活⽤
･ ３H 「Head」「Husband」「 Housemaid」
･ 法律的な情報の共有

■ キャリアアップ

･ 指導医の育成、⽀援
･ 社会貢献
･ 経験を積ませる, 新たな仕事にチャレンジ
･ 病院, 学会, 医師会などの役職への登⽤
･ 国内, 海外留学

呼吸器科医の発展のために

インセンティブの獲得、多施設連携や、効率を考えたシステム作り 17
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